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フラックスろう付と真空ろう付の原理

を教えてください．

アルミニウム合金をろう付するために

は，表面の酸化皮膜を破壊，除去する

必要があります．その代表的な方法としてフラッ

クスろう付法とフラックスレスろう付法のーっと

しての真空ろう付法が挙げられ，両者には原理に

違いがあります．

以下に，それぞれの原理について説明します．

フラックスろう付では，フラックスは，加熱過

程にてろう付温度以下で溶融，ろう付部を覆い，

ろう付温度付近での母材とろうの酸化皮膜の成長

防止の役割を担います．次に，表面の酸化皮膜の

破壊，除去作用として，下記の 1）からのに示

す様なことが考えられています．

1) 酸化皮膜の直接溶解

2) 電気化学反応による溶解

3) 機械的破壊

ここで， 600℃のろう付温度では，フラックス

中に酸化皮膜である Al203が固溶することは考え

にくく，一般的には加熱過程で、母材アルミニウム

と酸化膜との熱膨張差によって生じる酸化皮膜の

割れ（破壊）部に溶融フラックスが進入，母材と

酸化皮膜間で局部電池を形成し，皮膜下の母材が

溶解し，溶融フラックス中に酸化皮膜が剥離除去

される 2）の電気化学反応説が有力とされていま

す．その模式図を Fig.11lに示します．また， 3)
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は，塩化物系フラックスの場合は，フラックス中

の塩化物と母材アルミニウムが反応し， AIC13を

生成しこれが昇華して酸化皮膜を剥離除去しま

す．一方，フッ化物系フラックスの場合は，溶融

したフラックスによる酸化膜の溶解，破壊すると

一般的に言われています．

このように酸化皮膜が破壊，除去された後に，

溶融ろうが母材，隙間部などに濡れ拡がり，溶融

フラックスと置換，充填され，冷却凝固すること

で，ろう付が完了することとなります．

真空ろう付では，真空排気することで，酸素と

水分濃度を低下させ，ろう付加熱過程での母材と

ろうの酸化を低減します．次に，酸化皮膜の破

壊，除去作用として， Fig.2に示すような現象が
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Fig. 2 真空ろう付における表面での反応

Fig. 1 フラックスによるアルミニウム酸化皮膜の除去（電気化学的機構）
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起こるとされています．すなわち，加熱昇温に伴

い，母材アルミニウムと酸化皮膜の熱膨張差によ

り酸化皮膜にタラックが発生しますそれとほぼ

同時に，ろう材に含まれている Mgが，そのタ

ラックから蒸発し酸化皮膜の破壊が進みます．特

にろう材が溶融する580℃付近からその挙動は活

発になります．まTこ， Mgの蒸発により次に示す

反此；で炉内の残留酸素および水分を除去します．

これ由：L

り清浄となり，酸化が防止され，破壊された皮膜

の再生も起こりません．このように酸化皮膜が破

壊，除去されることにより，溶融ろうが母材，隙

間部などに濡れ拡がり，充填されることとなりま

す．
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